
第 5 学年２組 算数科学習指導案（略案） 
        日時 平成１８年１０月２３日（月）第４校時 

           場所 ５年２組教室 
            

１ 小単元名 小数÷小数（啓林館 5 年上 Ｐ８３）  
２ 本時の指導 
（１）本時の目標 

小数でわる計算で、ある位まで商を求め、そのときの余りの大きさについて考えることが 
できる。 

（２）本時の主張点 
児童の考えを、効果的に表現させ、共有していく方法の工夫。 

（３）本時の展開 
過
程 

時
間 

 

学習活動 
（形態） 

主な発問（○）【評価基準ＡＢ】 
予想される児童の反応（・） 

教師の支援（☆） 
【評価基準ＡＢＣへ

の対応】 

教材 
教具 

つ
か
む
・
見
通
す 

⒑
分 

１ 既習の学習内容

を振り返る。（徹底） 
24÷5 

 
２ 問題をつかむ。 
 
 

○答えはどうなるでしょう。 
○商は１の位までで、余りも必要だよ

ね。 
○どんな式になるでしょう。 
・24÷5.6 

 

☆既習の学習内容を想

起できるようにさせ

る。 
 

 

も
と
め
る 

５
分 

３ 計算をする。 
 （能動） 
 
４ 答えを確認する。 
 （徹底） 

○自分の考えた式と答えをノートに書

いてみましょう。 
 
○答えは、4 本できて、１６ｍ余ります。 
・それはおかしいです。 

 
☆教師があえて誤った

答えを提示し、児童に

その間違いを指摘さ

せる。 

 
テ ー

プ図 

た
か
め
る
（
本
時
の
主
張
点
） 

20 
分 

５ あまりの求め方

について考え、意見

を出し合う。 
（能動） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ まとめ（徹底） 

○では、本当の余りは何でしょう。 
・余りは 1.6 です。 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
 
○

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ひ
ろ
げ
る 

10 
分 

７ 練習問題に取り

組む。（能動） 
○

・

【Ａ】自分で確かめる方法を言 

葉の式で表現できるよう促す。 

【Ｂ】自分で確かめる方法を考 

えるよう促す。 

【Ｃ】図式化したヒントカード 

を提示し、視覚的な思考を促す。

24m のロープを 5.6m ずつに切ってなわとびを作ります。 何本できて何 m 余りますか。 
【Ａ】必要に応じて、ある位までの商を

もとめ、あまりの大きさについて考える

ことができる。 

【Ｂ】あまりの大きさについて考えるこ
わる数×商+余りをすれば、わられる

数になります。 

余りは、わられる数のもとの小数点の

位置でつけるんですね。 

 
☆ ある児童に図や式

だけを書かせ、説明は

他の児童にさせ、話し

合いを深められるよ

うにする。 

ヒ ン

ト カ

ード 

練習問題を解いてみましょう。 
仕方がわかったぞ 

☆ 机間巡視をする。 Ｐ83 
② 

とができる。 



 


